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江
東
区
に
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
多
く
の

河
川
・
堀
割
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。
徳
川
家

康
の
入
国
後
に
開
削
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る

小
名
木
川
は
そ
の
初
め
で
、
本
区
の
中
央
を

東
西
に
走
り
、
北
関
東
・
東
北
か
ら
江
戸
に

物
資
を
運
ぶ
輸
送
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
幕
府
は
こ
の

河
川
沿
い
に
、
人
や
積
荷
の
改
め
を
行
う
番

所
を
設
け
ま
し
た
（
次
頁
参
照
）。

一
方
、
隅
田
川
沿
い
の
小
名
木
川
以
南
に

は
、
何
本
も
の
堀
割
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
堀
割
は
、
寛か

ん

永え
い

18
年
（
1
6
4
1
）
に

設
け
ら
れ
た
木
置
場
の
名
残
り
で
、
江
戸
時

代
前
期
に
は
、
江
戸
へ
木
材
を
供
給
す
る

貯
木
場
と
し
て
大
切
な
役
割
を
担
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
元げ

ん

禄ろ
く

14
年
（
1
7
0
1
）
に

新
た
な
木
場
（
木
場
4
付
近
）
が
設
け
ら
れ

る
と
、
堀
割
の
多
く
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
元

木
場
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
万ま

ん

治じ

2
年

（
1
6
5
9
）
に
は
、
幕
府
に
よ
り
竪
川
、
大

横
川
、
横
十
間
川
が
開
削
さ
れ
、
北
十
間
川

も
こ
の
頃
の
開
削
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
河
川
・
堀
割
は
、
水
彩
都
市
江

東
区
を
象
徴
す
る
存
在
と
い
え
、
江
戸
時
代

に
本
区
域
の
埋
め
立
て
が
進
行
す
る
過
程
で

成
立
し
ま
し
た
。
そ
の
意
味
で
、
本
区
の
歴

史
を
形
作
る
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）
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小
名
木
川
は
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入

る
と
、
時
を
経
ず
し
て
行
徳
（
現
千
葉
県
市

川
市
）
の
塩
浜
へ
船
路
を
堀
通
し
た
こ
と

に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
（『
御ご

府ふ

内な
い

備び

考こ
う

』）。
ま
た
、
同
書
に
よ
れ
ば
、
沿
岸

の
町
で
あ
る
海
辺
大
工
町
（
現
清
澄
3
、
小

名
木
川
沿
い
）
は
、
元げ

ん

和な

末
か
ら
寛か

ん

永え
い

初
年

（
1
6
2
0
年
代
頃
）の
開
削
の
際
、奥
川（
北

関
東
）
か
ら
の
船
着
の
湊
町
に
取
り
立
て
て

ほ
し
い
と
、
代
官
の
伊
奈
半
左
衛
門
に
願
い

上
げ
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
小
名
木
川
は
江
戸
時
代
の

初
期
以
来
、
北
関
東
・
東
北
、
あ
る
い
は
江

戸
近
郊
の
地
域
か
ら
江
戸
に
通
じ
る
河
川
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
小
名
木
川
の
「
深
川
口
」（
現
常

盤
1
、
小
名
木
川
西
端
付
近
）
に
番
所
が
設

け
ら
れ
ま
し
た
。

船
番
所
の
設
置
と
移
転

番
所
の
設
置
年
代
は
、
正

し
ょ
う

保ほ

4
年
（
1
6

4
7
）
と
さ
れ
、こ
の
時
に
4
名
の
深
川
番
所

の
改

あ
ら
た
め
や
く

役
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
（『
江
東
区
史
』

上
巻
）。
そ
の
た
め
、明め

い

暦れ
き

3
年
（
1
6
5
7
）

の
大
火
直
後
の
作
成
と
さ
れ
る
「
江
戸
大

絵
図
明
暦
」（
三
井
文
庫
蔵
）
に
は
番
所
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
寛
文
11
年

（
1
6
7
1
）
4
月
「
新し

ん

板ば
ん

江え

戸ど

外そ
と

絵え

図ず

」
に

は
、「
本も

と

番ば
ん

所し
ょ

の
は
し
」
が
架
橋
さ
れ
、
番
所

も
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
す
で
に
番

所
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
点
に
つ
い
て
、寛か

ん

文ぶ
ん

元
年（
1
6
6
1
）

の
『
柳

り
ゅ
う

営え
い

日ひ

次な
み

記き

』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

一�

唯た
だ

今い
ま

迄ま
で

有あ

り
来き

た

り
深
川
口
人ひ

と

改あ
ら
た
めの

御
番

所
、
今
度
本
所
新
堀
出
来
に
付
、
中
川

口
へ
御
番
所
引
き
移
り
候
間
、
か
の
所

に
お
い
て
、
最さ

い

前ぜ
ん

の
ご
と
く
御
番
所
相

勤
む
べ
き
の
旨む

ね

、
先
番
の
面
々
、
水
野

図
書
、
高
木
勘
左
衛
門
、
山
口
勘
兵
衛

へ
こ
れ
を
相
伝
え
ら
る

内
容
は
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
深
川
口
の
人

改
番
所
は
、
こ
の
た
び
本
所
に
新
た
な
堀
が

開
削
さ
れ
た
た
め
、
小
名
木
川
東
端
の
中
川

口
へ
引
き
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
て
は
、

移
転
先
で
も
こ
れ
ま
で
通
り
勤
め
る
よ
う
、

先
の
番
所
勤
め
の
面
々
（
前
任
者
）
が
水
野
、

高
木
、
山
口
の
3
名
に
伝
え
た
、
と
い
う
も

の
で
す
。
史
料
に
は「
人
改
」と
あ
り
ま
す
が
、

船
の
積
み
荷
も
含
め
た
改
め
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
想
像
に
難か

た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
史
料
に
あ
る
「
新
堀
」
と
は
、
番

所
移
転
2
年
前
の
万ま

ん

治じ

2
年
（
1
6
5
9
）

に
開
削
さ
れ
た
、
竪
川
・
大
横
川
・
横
十
間

川
を
指
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
開
削
後
、
中

川
口
か
ら
小
名
木
川
に
入
る
船
は
、
横
十
間

川
や
大
横
川
か
ら
竪
川
に
入
る
こ
と
で
、
深

川
口
の
番
所
を
通
ら
ず
に
江
戸
に
向
う
こ
と

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
深
川
口

に
あ
っ
た
番
所
は
中
川
口
に
移
転
し
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
年
代
は
、
本
史
料
刊
行

の
寛
文
元
年
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
堀
開
削
の
背
景

新
堀
開
削
と
同
じ
万
治
2
年
、
現
在
の
墨

田
区
内
に
南
北
2
本
の
割わ

り

下げ

水す
い

が
開
削
さ
れ

ま
し
た
。
割
下
水
と
は
、
往
来
を
割
る
よ
う

に
中
央
を
流
れ
る
水
路
の
こ
と
で
、
そ
の
目

的
は
、
隅
田
川
左
岸
の
自
然
堤
防
を
排
水
し
、

宅
地
化
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
（
鈴
木
理

生
『
江
戸
・
東
京
の
川
と
水
辺
の
事
典
』）。

割
下
水
の
水
は
、
隅
田
川
近
く
か
ら
東
へ

流
れ
、
大
横
川
と
交
差
し
た
の
ち
、
横
十
間

川
と
合
流
し
流
れ
込
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す

（
18
世
紀
中
期
以
降
の
絵
図
に
は
、
北
割
下

水
の
大
横
川
以
東
が
確
認
で
き
な
い
も
の
あ

り
）。
割
下
水
開
削
か
ら
60
年
ほ
ど
経
た
享

保
2
年
（
1
7
1
7
）
の
「
分ぶ

ん

間け
ん

江え

戸ど

大お
お

絵え

図ず

」
を
見
る
と
、
当
該
地
域
は
宅
地
化
さ
れ
、

小
規
模
な
区
画
で
多
く
の
武
家
屋
敷
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
新
堀
開
削
の
背
景
の
一
つ

に
排
水
問
題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
堀
開
削

の
結
果
、
両
岸
に
は
町
人
地
や
武
家
屋
敷
が

設
け
ら
れ
、
江
東
区
域
の
舟

し
ゅ
う

運う
ん

の
発
達
を
促

う
な
が

し
た
こ
と
も
、
ま
た
事
実
と
い
え
ま
す
。

仮
に
、
徳
川
家
康
に
よ
る
小
名
木
川
開
削

を
江
東
区
域
に
お
け
る
舟
運
の
黎れ

い

明め
い

期き

と
考

え
る
な
ら
ば
、
万
治
2
年
の
新
堀
開
削
は
、

船
で
各
所
へ
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
、
新
た
な
段
階
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
船
番
所
の
移
転
は
、
そ
の
変
化
へ
の
対

応
を
如
実
に
示
す
も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

〜
「
深
川
口
」か
ら
中
川
口
へ
〜

中
川
船
番
所
の
成
立

新板江戸外絵図（部分）
国立国会図書館デジタルコレクション
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来
年
に
開
園
1
5
0
周
年
を
迎
え
る
深

川
公
園
は
、
か
つ
て
は
も
っ
と
広
か
っ
た
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
深
川
公
園
の
は

じ
ま
り
の
姿
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
探
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
初
の
公
園
の
一
つ

明
治
6
年
（
1
8
7
3
）
1
月
15
日
、
政

府
は
公
園
設
置
の
た
め
、
景
色
の
優
れ
た
場

所
や
歴
史
的
な
旧
跡
な
ど
、
こ
れ
ま
で
人
々

が
遊
び
歩
き
見
物
し
て
い
た
場
所
（「
群
衆

遊
観
ノ
場
所
」）
を
選
び
、
す
べ
て
の
人
が

楽
し
め
る
地
（「
万
人
偕か

い

楽ら
く

ノ
地
」）
と
す
る

方
針
の
も
と
に
、
各
府
県
に
候
補
地
を
選
ぶ

よ
う
に
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
た
東
京
府
で
は
、
同
年
3
月

25
日
、
浅
草
寺
、
寛
永
寺
、
増
上
寺
、
富
岡

八
幡
宮
、
飛
鳥
山
の
5
箇
所
を
公
園
地
に
選

び
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
浅
草
公
園
、
上
野
公

園
、
芝
公
園
、
深
川
公
園
、
飛
鳥
山
公
園
と

な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
以
来
の
繁

華
な
場
所
で
し
た
。

深
川
公
園
の
範
囲

深
川
公
園
は
、
当
初
そ
の
範
囲
が
定
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
公
園
選
定
時
に
は
、

た
だ
「
八
幡
社
境
内
」
と
あ
る
の
み
で
、
範

囲
は
曖あ

い

昧ま
い

だ
っ
た
の
で
す
。

明
治
10
年
3
月
15
日
、
東
京
府
は
現
地
を

調
査
し
て
範
囲
を
示
す
図
面
を
作
成
し
、
内

務
省
に
提
出
し
て
指
示
を
仰あ

お

ぎ
ま
す
（「
東

京
府
史
料 

公
園
」）。
4
月
5
日
に
そ
の
範
囲

が
認
可
さ
れ
、
同
月
9
日
に
地
元
へ
通
達
さ

れ
ま
し
た
。

図
1
が
そ
の
図
面
（
写
）
で
、「
確
定
ス

ヘ
キ
経

き
ょ
う

界か
い

」
が
黄
色
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
範
囲
は
、
周
囲
を
め
ぐ
る
溝こ

う

渠き
ょ

（
①
）

の
内
側
と
表
門
の
一
画（
②
）で
す
。
こ
れ
は
、

江
戸
時
代
に
お
け
る
富
岡
八
幡
宮
別
当
永
代

寺
の
境
内
地
と
八
幡
宮
の
社
地
を
合
わ
せ
た

広
義
の
「
社
地
」
に
相
当
し
ま
す
。

範
囲
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
っ

た
の
は
吉
祥
院
境
内
地
（
③
）
の
取
り
扱
い

で
し
た
。
吉
祥
院
は
、
永
代
寺
塔た

っ

頭ち
ゅ
うの

一
つ

で
、
慶
応
4
年
（
1
8
6
8
）
3
月
に
出
さ

れ
た
神
仏
判
然
令
に
よ
り
、
永
代
寺
と
塔
頭

が
廃
さ
れ
た
際
、
墓
地
を
管
理
す
る
た
め
に

唯
一
残
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
同
院
は
明
治

29
年
に
永
代
寺
名
を
継
承
し
ま
す
。

図
1
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
吉
祥
院
境

内
地
は
溝
渠
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
東
京
府
は
、
元
来
一
つ
の
勝
地

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
さ
ら
分
け
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
し
て
、
同
院
境
内
地
も
公
園
の

範
囲
内
と
し
ま
し
た
。

公
園
選
定
か
ら
4
年
が
た
っ
て
、
よ
う
や

く
範
囲
が
確
定
し
ま
し
た
。
東
は
現
在
の
八

幡
堀
遊
歩
道
、
西
は
門
前
仲
町
1
、
2
丁
目

の
境
ま
で
の
範
囲
が
深
川
公
園
地
で
し
た
。

公
園
の
経
営

東
京
府
は
、
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

園
内
の
一
部
を
貸
地
と
し
て
茶
店
や
割か

っ

烹ぽ
う

店て
ん

に
貸
し
付
け
、
そ
の
賃
料
を
経
費
に
充あ

て
る

方
針
を
と
り
ま
す
。

公
園
選
定
前
、
東
京
府
知
事
よ
り
諮し

問も
ん

を

受
け
た
会
議
所
で
は
、
道
路
や
橋
の
修

し
ゅ
う

繕ぜ
ん

も

進
ま
な
い
中
で
、
公
園
の
整
備
は
時
期
尚し

ょ
う

早そ
う

と
の
意
見
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本

来
は
西
洋
風
の
美
観
を
整
え
る
こ
と
が
最
上

だ
が
、
日
本
人
の
風
習
は
い
ま
だ
そ
こ

に
至
っ
て
い
な
い
の
で
旧
風
の
ま
ま
に

し
て
お
き
、
半
分
を
「
公
園
」
と
し
て

整
備
を
進
め
、
残
る
半
分
の
中
で
営
業

を
許
し
た
店て

ん

舗ぽ

か
ら
得
た
税
収
を
整
備

費
に
充
て
る
べ
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

深
川
公
園
で
は
、
図
1
を
見
る
と
八

幡
宮
（
④
）
が
あ
る
東
側
に
貸
地
が
点

在
し
、
中
央
の
溝
渠
を
境
と
し
た
西
側
は
空

白
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
東
京
府
の
方
針
通

り
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
公
園
は
東

側
と
西
側
で
様
子
が
だ
い
ぶ
違
っ
て
い
た
よ

う
で
す
。

深
川
「
公
園
」
の
様
子

「
公
園
」
と
し
て
整
備
が
す
す
め
ら
れ
た

西
側
の
場
所
は
、
現
在
の
富
岡
1
︱
14
付
近

に
あ
た
り
ま
す
。
か
つ
て
永
代
寺
と
そ
の
庭

園
が
あ
っ
た
所
で
す
。

「
公
園
」
を
描
い
た
図
2
を
見
る
と
、
不

動
堂
の
西
側
に
広
が
る
梅
園
が
見
え
ま
す
。

ま
た
、
園
の
中
央
に
は
池
が
あ
っ
て
大
小
の

島
や
奇き

松し
ょ
う

怪か
い

石せ
き

が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
あ
り

ま
し
た
（『
東
京
府
誌
』）。
池
の
側
に
あ
る

富
士
山
を
模
し
た
築
山
の
頂
か
ら
は
海
を
見

渡
せ
、「
観
海
ノ
勝
ハ
独
リ
本
園
ト
芝
公
園

ト
ニ
在
リ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

※ 

深
川
公
園
の
そ
の
後
の
変へ

ん

遷せ
ん

に
つ
い
て
は

『
絵
葉
書
で
見
る
江
東
百
景 

深
川
公
園
』

（
文
化
財
係
刊
行
）
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原 

修
）

深
川
公
園
の
は
じ
ま
り

図1　深川公園地
（国立公文書館蔵｢東京府史料 公園｣所収図に加筆）

図2　深川公園の梅園（『新撰東京
名所図会』明治30年、個人蔵）
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『
深
川
区
報
』に
み
え
る
深
川
区
教
育
会
設
置
の
水
泳
場

資
料
紹
介

4

深
川
区
教
育
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て

は
、
当
誌
№
2
8
8
の「
資
料
紹
介　

深
川

区
教
育
会
と
渋
沢
栄
一
」に
て
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
同
会
の
12
の
事
業
の
う
ち
、
深
川

区
内
小
学
校
児
童
の
水
泳
場
経
営
に
つ
い

て
、
詳
細
な
記
述
が
見
つ
か
り
ま
し
た
の
で

今
回
ご
紹
介
し
ま
す
。

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
正
5

年
（
1
9
1
6
）
7
月
10
日
発
行
の
『
深
川

区
報
』（
第
41
号
、
図
1
）
で
す
。
同
紙
は
霊

岸
町
77
番
地
（
現
三
好
1
︱
5
）
に
あ
っ
た

深
川
区
報
社
か
ら
毎
月
2
回
（
10
・
25
日
）

発
行
さ
れ
ま
し
た
。
第
三
種
郵
便
物
認
可
の

日
付
は
、
大
正
3
年
12
月
15
日
と
あ
り
、
こ

の
頃
に
創
刊
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ち

な
み
に
、『
深
川
区
報
』は
の
ち
に『
櫻お

う

東と
う

新
聞
』

に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
す
が
、
題
字
上
部
に

は
「
深
川
区
報
改
題
」
と
印
字
さ
れ
ま
し
た
。

深
川
区
教
育
会
の
水
泳
場
に
関
す
る
記
事

は
、
3
面
の
「
水
泳
場
の
開
設
」
と
4
・
5

面
間
の
「
水
泳
場
の
始
業
式
」
に
見
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
で
は
、2
つ
の
記
事
を
、順
を
追
っ

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
水
泳
場
の
開
設
」（
候
補
地
選
定
の
経
緯
）

水
泳
場
を
深
川
区
に
設
置
す
る
案
は
も
と

も
と
水す

い

上じ
ょ
う

警
察
署
（
京
橋
区
明
石
町
）
の
提

唱
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
区
内
に
水
辺
が
多

く
、
児
童
の
水
難
事
故
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
区
内
の
小
学
校
に
要
求
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
区
教
育
会
が
大
正
4
年

9
月
に
水
泳
場
設
置
を
議
題
と
し
、
翌
5
年

7
月
上
旬
の
開
場
に
至
っ
た
よ
う
で
す
。

候
補
地
は
「
一
、
平へ

い

久き
ゅ
う

町
埋
立
地
」「
二
、

永
代
橋
附
近
」「
三
、
新
安あ

宅た
げ

町
河
岸
（
新

大
橋
々
畔
埋
立
地
）」
の
3
か
所
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
図
2
）。
5
名

の
調
査
員
と
教
育
会
幹
事
が
研
究
を
重
ね

た
結
果
、「
平
久
町
埋
立
地
」
は
区
の
南
端

に
あ
り
、
往
復
に
十
数
丁
か
か
る
こ
と
や
樹

木
が
無
く
影
に
隠
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
、「
永
代
橋
附
近
」
は
往お

う

来ら
い

す
る
道
路
が

一
本
し
か
な
く
交
通
上
欠
点
が
あ
り
、
狭

き
ょ
う

隘あ
い

な
た
め
設
備
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、「
新

安
宅
町
河
岸
」
は
交
通
上
便
利
で
、
他
の
候

補
地
に
比
べ
支
障
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

選
定
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
、
新

安
宅
町
（
現
新
大
橋
1
丁
目
〜
常
盤
1
丁
目

／
図
3
の
範
囲
）
は
明
治
38
年
（
1
9
0
5
）

に
埋
め
立
て
ら
れ
、
北
は
本
所
区
と
の
境
辺

り
か
ら
南
は
小
名
木
川
河
口
に
い
た
る
隅
田

川
沿
い
の
細
い
土
地
で
す
。

水
泳
場
の
設
置
は
、
区
と
し
て
初
め
て

だ
っ
た
た
め
、
北
隣
の
本
所
区
に
倣な

ら

っ
て
経

費
を
計
上
し
た
よ
う
で
す
。

「
水
泳
場
の
始
業
式
」

記
事
に
は
「
河
底
の
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ

、
陸
上
石
材
の

取
除
け
等
、
相
当
日
時
を
要
し
」
た
も
の
の
、

設
備
が
完
成
し
、『
深
川
区
報
』
の
発
行
日
で

あ
る
7
月
10
日
に
水
泳
場
の
始
業
式
を
敢か

ん

行こ
う

す
る
予
定
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
日
は

雨
天
の
た
め
、
翌
11

日
よ
り
授
業
を
開
始

（
予
定
）と
見
え
ま
す
。

運
営
体
制
は
、
主
任

教
師
1
名
、
教
師
1

名
、
助
手
8
名
が
選

考
さ
れ
、
こ
の
ほ
か
学
校
側
よ
り
教
員
4
名
、

教
育
会
よ
り
幹
事
2
名
が
毎
日
出
張
し
て
監

督
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
と
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
隅
田
川
に
お
け
る
水
泳
関
連
の

絵
葉
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
図
4
は
大
正
2

年
7
月
1
日
に
浜は

ま

町ち
ょ
う

河
岸
（
現
中
央
区
）
で

行
わ
れ
た
水
泳
開
き
の
模
様
を
北
か
ら
南
方

向
に
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
深
川
区
教
育
会

の
水
泳
場
は
こ
の
撮
影
の
約
3
年
後
に
、
新

大
橋
の
左
手
（
東
）
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

野
本
賢
二
）

隅
田
川

図1　『深川区報』第41号

図2　深川区教育会の水泳場候補地
原図：『大東京市全図（深川区）』（チェースト社　大正9年）（部分）

（国立国会図書館デジタルコレクションより）
◦：大正5年7月時点の東京市立小学校の位置

図3　新安宅町の範囲
原図：「深川区 安宅町・新安宅町」（分割図を合成）

『東京市及接続郡部地籍地図』下巻（東京市区調査会、大正元年）
（東京都立中央図書館所蔵） 図4　 絵葉書「浜町河岸ノ水泳開キ

（大正二年七月一日）」

新安宅町河岸

永代橋付近

平久町埋立地

本所区

新安宅町

水上警察署出張所

新大橋
（明治45年〜）

新大橋
（〜明治45年）

萬年橋



5

地
域
の
記
憶
⑥

香
取
神
社
の
玉
垣

香
取
神
社
（
亀
戸
3
）
の
境
内
に
は
、
石

造
燈
籠
な
ど
多
く
の
石
造
物
が
現
存
し
て
い

ま
す
。
こ
の
中
に
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）

に
建
立
さ
れ
た
玉
垣
（
寺
社
の
周
囲
に
め
ぐ

ら
さ
れ
た
石
で
、
奉
納
者
の
信
仰
を
表
す
も

の
）
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
は
奉
納
さ
れ
た
年

月
、
さ
ら
に
奉
納
者
の
氏
名
と
所
属
す
る
町

会
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
玉
垣
か
ら
読
み
取
れ
る
こ

と
を
通
じ
て
、
地
域
の
歴
史
を
見
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

玉
垣
に
刻
ま
れ
た
地
名
に
つ
い
て

玉
垣
（
図
1
）
に
は
、「
昭
和
五
秊ね

ん

九

月
建こ

れ
を
た
つ之

」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
昭
和
5
年

（
1
9
3
0
）
9
月
に
建
造
・
奉
納
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
付
近
に
点
在
す
る
複
数
の

玉
垣
に
は
、
奉
納
者
の
氏
名
の
ほ
か
、
所
属

町
が
刻
ま
れ
て
お
り
、「
上か

み

町
會
」、「
志し

茂も

町
」、

「
境
町
境
進
會
」
の
名
が
確
認
で
き
ま
す
。

ま
ず
、
玉
垣
に
刻
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
町
会

名
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。
現
在
の
町

名
に
は
、
上
町
、
志
茂
町
、
境
町
と
い
う
名

称
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
文
政
11
年
（
1
8
2
8
）
に
成

立
し
た
『
新し

ん

編ぺ
ん

武む

蔵さ
し

風ふ

土ど

記き

稿こ
う

』（
以
下
『
新

編
武
蔵
』）
を
見
て
い
く
と
、
亀
戸
村
の
小こ

名な

（
村
や
町
を
小
さ
く
区
分
し
た
も
の
）
と

し
て
、「
境
町
」、「
上
ノ
図ず

子し

」、「
中
ノ
図
子
」、

「
割
ノ
図
子
」、「
北
ノ
図
子
」
等
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、『
江
東
区
の
民
俗 

城
東
編
』（
江

東
区
教
育
委
員
会
、平
成
13
年
。
以
下『
民
俗
』）

に
は
、
大
正
2
年
（
1
9
1
3
）
生
ま
れ
の

男
性
が
語
っ
た
亀
戸
の
図
子
（
図
2
）
に
つ

い
て
の
内
容
が
記

さ
れ
て
お
り
、
戦

前
ま
で
の
亀
戸
の

地
域
区
分
が
分
か

り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
る

と
、
現
在
の
亀
戸

3
・
4
・
5
・
8

丁
目
が
、「
か
み
、

な
か
、
し
も
、
き

た
」
の
4
つ
の
ズ

シ
（
図
子
、
組
）

に
分
か
れ
て
い
た

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
「
し
も
」

の
範
囲
が
最
も
広

く
、「
き
た
」
は
、
現
在
の
墨
田
区
立
花
3

丁
目
辺
り
ま
で
を
含
ん
で
い
た
と
し
て
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
、『
民
俗
』
で
は
、
こ
れ
ら
の

図
子
は
香
取
神
社
の
氏
子
の
ま
と
ま
り
と

な
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
亀
戸

邑む
ら

道
祖
神
祭
」（『
江
戸
名
所
図
会
』。
図
3
）

に
は
、

毎
年
正
月
十
四
日
に
こ
れ
を
興
行

す
、
こ
の
地
の
童わ

ら
わ
べ子

多
く
あ
つ
ま

り
て
菱ひ

垣が
き

造
り
に
し
た
る
小
さ
き

船
に
五い

つ

彩い
ろ

の
幣み

て

帛ぐ
ら

を
建
て
、
松
竹

な
ど
を
も
粧そ

う

飾し
ょ
くし
、
そ
の
中
央
に

宝
船
と
い
え
る
文
字
を
染
め
た
る

幟の
ぼ
りを

建
て
た
る
を
荷に

担な

ひ
、
同
音

に
唄
ふ
連
れ
て
、
こ
の
辺
り
を
持

ち
歩あ

行る

け
り
、
そ
の
夜
童
子
集
会

し
て
遊
び
戯
る
る
を
恒
例
と
す
、

と
あ
り
、
毎
年
正
月
に
同
社
で
行

わ
れ
る
祭
礼
に
宝
船
が
童
子
に

よ
っ
て
運
ば
れ
巡
行
し
て
い
た
と

し
て
い
ま
す
。
図
3
に
描
か
れ
た

宝
船
に
は
、「
寶（

宝
船
）舩 

亀
戸
村 

上
図

子
」
と

（
図
３
中
枠
内
）

記
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
は
図
子

毎
に
船
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

亀
戸
内
の
地
域
区
分
名
称
の
変
遷

前
掲
史
資
料
（『
新
編
武
蔵
』・『
民
俗
』）

を
踏
ま
え
て
、
玉
垣
に
刻
ま
れ
た
地
名
を
考

え
て
み
ま
す
と
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
ま
す
。

•
「
上
ノ
図
子
」
→
「
か
み
」
→
「
上
町
」（
か

み
ま
ち
）

•
「
中
ノ
図
子
」
→
「
な
か
」

•
「
境
町
」
→
「
境
町
境
」

•
「
し
も
」
→
志
茂
町
（「
志
茂
」
は
「
下
」

の
当
て
字
と
考
え
ら
れ
る
）。

な
お
、
玉
垣
に
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
「
北

ノ
図
子
」
と
「
割
ノ
図
子
」
に
つ
い
て
は
、

前
者
は
「
き
た
」
と
比
定
さ
れ
ま
す
。
後
者

に
つ
い
て
は
、『
新
編
武
蔵
』
に
は
そ
の
名

称
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、『
民
俗
』
で
は

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、『
新
編
武
蔵
』

に
記
さ
れ
た
「
割
ノ
図
子
」
が
、
現
在
の
ど

の
区
域
を
示
す
か
は
史
料
の
制
約
か
ら
明
ら

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
、
見
て
き
た
通
り
、
香
取
神
社
の
玉

垣
に
刻
ま
れ
た
地
名
に
は
、
現
在
で
は
存
在

し
な
い
亀
戸
の
小
名
や
町
会
名
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
身
近
に
あ
る
玉
垣
に

注
目
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
歴
史
を
探
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

（
文
化
財
専
門
員　

大
関
直
人
）

図1　玉垣

図2 「亀戸図子の範囲」（『江東区の民俗 城東編』）

図3  「亀戸村道祖神祭」
（『江戸名所図会』）

国立国会図書館デジタルコレクション
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文
化
4
年（
1
8
0
7
）8
月
、
富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
に
お
い
て
永
代
橋
が
崩
落
し
た
事
件
に
つ

い
て
、
前
回（
2
9
5
号
）は
江
戸
後
期
の
考
証
随
筆
か
ら
当
時
の
橋
の
状
態
や
崩
落
に
つ
な
が
る

要
因
と
思
わ
れ
て
い
た
記
載
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
が
、
今
回
は
崩
落
の
様
子
を
見
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
前
回
で
も
登
場
し
た
こ
の
随
筆

か
ら
。

豊
島
屋
十
右
衛
門
著「
夢
の
浮う

き

橋は
し

附
録
」よ
り

人
々
千
石
ど
う
し
へ
米
の
落
入
か
ご
と

く
、
あ
ま
た
の
群
集
左
右
よ
り
お
ち
か

さ
な
り
、
し
ば
し
は
、
く
が
ぢ
の
如
く
、

人
の
う
へ
に
人
か
さ
な
り
て
、
水
に
落

入
さ
ま
、
見
る
も
い
た
ま
し
く
、
其
声

耳
も
つ
ぶ
る
ゝ
計
也
、
岸
に
有
つ
る
舟

は
、
皆
漕
出
て
引
あ
げ
引
上
げ
、
又
板

子
を
な
げ
出
し
な
げ
出
し
、
是
に
取
つ

き
流
る
ゝ
を
引
上
げ
、
助
る
も
あ
り
、

前
回
も
触
れ
ま
し
た
が
、
著
者
は
大お

お

田た

南な
ん

畝ぼ

と
交
流
が
あ
り
、
こ
の
惨
事
の
記
録
を
南

畝
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
南
畝
は
こ
れ
を
「
夢

の
浮
橋
附
録
」
と
名
付
け
て
「
南
畝
文
庫
」

に
加
え
ま
し
た
。

こ
の
日
、
知
人
と
と
も
に
祭
り
の
見
物
に

出
か
け
た
十
右
衛
門
は
、
川
船
に
乗
り
船
中

よ
り
橋
上
の
山だ

車し

や
人
々
の
往
来
を
眺
め
て

い
ま
し
た
が
、
や
が
て
「
め
り
め
り
」
と
音

が
聞
こ
え
、
大
き
な
橋
げ
た
が
撓た

わ

み
、
窪
ん

で
、
九
尺
ほ
ど
の
板
が
破
れ
、
そ
の
穴
よ
り

人
々
が
重
な
り
落
ち
て
い
く
光
景
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
る
で
千
石
ど

お
し
に
米
が
落
入
る
よ
う
で
、
人
々
が
左
右

か
ら
折
り
重
な
り
、
陸
路
を
行
く
か
の
よ
う

に
水
面
ま
で
連
な
り
消
え
て
い
く
様
子
は
痛

ま
し
く
、
そ
の
声
に
は
耳
も
つ
ぶ
れ
る
思
い

が
し
た
と
挿
絵
を
添
え
て
記
し
て
い
ま
す
。

岸
に
あ
っ
た
船
は
み
な
漕
ぎ
出
て
船
底
の
板

子
を
投
げ
出
し
て
救
助
に
奔
走
し
、
十
右
衛

門
の
乗
っ
た
小
舟
も
竿
を
伸
ば
し
て
二
人
ほ

ど
助
け
ま
し
た
。

ま
た
、
山
東
京き

ょ
う

山ざ
ん

は
永
代
橋
崩
落
の
一

報
を
聞
い
て
駈
け
つ
け
、
川
岸
か
ら
見
た
救

助
の
状
況
を
前
回
も
引
用
し
た
「
蛛
の
糸
巻
」

に
記
し
て
い
ま
す
。

山
東
京
山
著「
蛛く

も

の
糸
巻
」よ
り

官
命
に
て
諸
方
の
船
集
り
、
小
き
碇
に

荢
縄
を
付
た
る
を
投
げ
い
れ
、
死
骸
を

船
に
拾
ひ
、
東
の
岸
な
る
空
地
に
積
む
、

（
割
注
）〔
御
船
手
組
や
し
き
の
ま
へ
な
り
〕

町
与
力
、
同
心
こ
ゝ
に
あ
り
て
指
揮
す
、

は
じ
め
老
若
男
女
一
ツ
所
に
積
み
お
き

け
る
が
、
死
骸
を
も
ら
ひ
に
来
る
者
、

見
わ
く
る
に
た
よ
り
あ
し
と
て
、
綿
服
、

絹
服
、
老
若
、
男
女
、
年
の
程
ま
で
も

一
類
に
分
け
お
き
け
る
ゆ
ゑ
、
夜
に
入

り
て
も
見
わ
け
や
す
か
り
し
と
ぞ
、
是

に
て
溺
死
の
多
か
り
し
を
し
る
べ
し
、

官
命
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
船
は
、
小
さ
な

碇
を
付
け
た
苧お

縄な
わ

（
麻
な
ど
で
で
き
た
縄
）

を
投
げ
入
れ
て
川
に
落
ち
た
人
を
掬
い
上

げ
、
東
岸
の
御
船
手
組
屋
敷
（
現
佐
賀
一
丁

目
あ
た
り
）
の
前
に
設
け
た
仮
の
遺
体
安
置

所
に
運
び
ま
し
た
。
町
与
力
、
同
心
の
指
揮

に
よ
り
は
じ
め
は
一
か
所
に
ま
と
め
て
安
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
遺
体
を
引
き
取
り
に

来
た
人
々
が
見
分
け
や
す
い
よ
う
、
ま
た
夜

に
な
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
男
女
の

別
、
年
齢
や
着
用
の
衣
類
が
綿
か
絹
か
な
ど

に
分
け
て
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
日
を
追
い
、
崩
落
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
記
録
や
情
報
を
ま
と
め
た
随
筆
が
執
筆
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
豊
か
な
情
報
量
を
も

つ
の
は
や
は
り
前
回
も
登
場
し
た
大
田
南
畝
の

「
夢
の
浮
橋
」
で
す
。
こ
れ
は
南
畝
が
、
交
流

の
あ
る
文
人
た
ち
か
ら
80
余
り
に
お
よ
ぶ
情
報

を
集
め
て
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

橋
の
手
前
で
財
布
を
掏す

り
取
ら
れ
た
た
め

祭
り
見
物
を
諦
め
て
家
に
帰
っ
た
人
物
。
橋

の
中
央
に
さ
し
か
か
っ
た
と
こ
ろ
で
背
に
お

ぶ
っ
た
子
供
が
急
に
泣
い
て
の
け
ぞ
る
の
で

先
へ
進
め
ず
、
や
む
を
得
ず
引
き
返
し
た
祖

父
と
孫
。
橋
上
で
落
ち
る
こ
と
を
予
測
し
て
、

落
下
の
前
に
衣
の
裾
を
か
ら
げ
る
な
ど
準
備

を
し
た
た
め
救
わ
れ
た
武
士
。
娘
の
亡
骸
を

間
違
え
て
引
き
取
り
、
翌
朝
気
づ
い
て
改
め

て
娘
の
亡
骸
と
対
面
し
、
悲
し
み
を
二
度
味

わ
う
こ
と
に
な
っ
た
家
族
の
話
な
ど
、
崩
落

に
巻
き
込
ま
れ
て
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
の
遺

族
の
歎
き
、
逆
に
九
死
に
一
生
を
得
た
人
物

の
話
、
自
分
は
助
か
っ
て
も
他
の
人
々
を
救

え
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
後
悔
な
ど
、
こ
こ
に

は
恐
ろ
し
さ
、
痛
ま
し
さ
が
詰
め
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
崩
落
の
翌
日
に
は
町
名
を
記
し
た

幟
を
立
て
、
地
引
網
を
ひ
く
船
が
40
艘
ほ
ど

見
え
た
こ
と
、
東
岸
の
提
灯
を
立
て
た
と
こ

文
化
四
年

　永
代
橋
落
ち
る 

㈡

江
戸
の
随
筆
拾
い
読
み

「夢の浮橋附録」（写本）
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ろ
に
「
は
や
桶
」（
間
に
合
わ
せ
に
作
っ
た

粗
末
な
棺
桶
）
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
る
の

が
見
え
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
は
、
曲

き
ょ
く

亭て
い

馬ば

琴き
ん

の
随
筆
か
ら
妻
と
4

人
の
子
を
祭
り
見
物
に
送
り
出
し
た
人
物
の

話
で
す
。

曲
亭
馬
琴
編「
兎と

園え
ん

小し
ょ
う

説せ
つ

余よ

録ろ
く

」よ
り

朝
と
く
出
づ
べ
し
、
い
ぬ
る
頃
、
永
代

橋
を
渡
り
つ
る
折
見
た
る
に
、
彼
橋
の

欄
干
の
朽
た
る
処
あ
り
、
安
永
の
末
に

か
有
け
ん
、
中
洲
の
涼
み
の
さ
か
り
な

り
し
日
、
あ
る
夜
、
仙
台
侯
の
花
火
を

立
ら
る
ゝ
と
て
、
常
に
い
や
ま
し
の
人

群
集
せ
し
時
に
、
い
と
多
か
る
茶
店
に

入
居
あ
ま
り
て
、
大
橋
に
聚
合
（
ツ
ド
）

ふ
人
、
い
く
ら
と
い
ふ
数
も
知
ら
ざ
り

け
れ
ば
、
終
に
橋
の
欄
干
を
推
倒
し
て
、

入
水
せ
し
老
若
多
か
り
き
、
こ
れ
を
思

ふ
に
、
翌
も
亦
、
永
代
橋
を
わ
た
る
人

多
か
ら
ん
に
は
、
欄
干
を
推
倒
す
ま
じ

き
も
の
に
も
あ
ら
ず
、
縦
彼
橋
に
臨
む

と
も
、
人
群
集
せ
し
ば
、
引
返
し
て
、

大
橋
を
渡
り
ゆ
く
べ
し
、

「
兎
園
小
説
余
録
」
は
、
馬
琴
が
主
催
す

る
兎
園
会
に
て
文
人
た
ち
か
ら
収
集
し
た
話

を
集
め
た
も
の
で
、
こ
の
一
説
が
誰
の
話
な

の
か
は
不
詳
で
す
。

こ
の
人
物
は
祭
り
の
前
夜
、
妻
に
向
か
っ

て
朝
早
く
出
掛
け
、
永
代
橋
の
た
も
と
に
つ

い
て
も
橋
の
上
が
混
雑
し
て
い
た
場
合
は
引

返
し
て
新
大
橋
を
渡
る
よ
う
に
言
い
聞
か
せ

ま
し
た
。
以
前
、
永
代
橋
の
欄
干
が
朽
ち
て

い
る
の
を
見
か
け
て
お
り
、
か
つ
て
新
大
橋

の
欄
干
を
押
し
倒
し
た
く
さ
ん
の
人
が
川
に

落
ち
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
永
代
橋
に
お

い
て
同
様
な
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
を
危
惧
し

た
か
ら
で
す
。
こ
の
予
感
は
見
事
に
的
中
し
、

近
隣
の
人
々
は
妻
子
を
心
配
し
て
訪
ね
て
き

ま
す
が
、
本
人
は
か
ね
て
よ
り
思
う
と
こ
ろ

が
あ
っ
て
今
朝
早
く
出
し
た
の
で
、
女
子
供

で
あ
っ
て
も
五
つ
時
（
午
前
8
時
ご
ろ
）
前

後
に
は
永
代
橋
を
渡
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で

按
ず
る
こ
と
は
な
い
、
と
悠
然
と
し
て
い
ま

し
た
。
祭
り
の
終
わ
る
こ
ろ
を
見
定
め
て
未

の
下
刻
（
午
後
2
時
ご
ろ
）
に
使
い
の
も
の

を
迎
え
に
行
か
せ
、
戌
の
刻
半
頃
（
午
後
8

時
ご
ろ
）
に
妻
子
は
無
事
に
帰
宅
し
ま
す
。

妻
が
言
う
に
は
、
帰
路
は
木
場
か
ら
冬
木
町

へ
廻
り
海
辺
橋
、
高
橋
を
渡
り
両
国
橋
へ
と

出
た
そ
う
で
す
が
、
高
橋
を
渡
る
こ
ろ
に
は

群
集
で
込
み
合
い
、
橋
が
ゆ
ら
め
く
ほ
ど
で
、

こ
の
橋
も
落
ち
る
と
い
う
人
も
い
て
生
き
た

心
地
も
し
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も

こ
の
人
物
は
か
つ
て
新
大
橋
の
欄
干
が
崩
れ

た
こ
と
を
思
い
出
し
て
、
妻
子
を
早
朝
に
出

立
さ
せ
た
こ
と
は
「
わ
れ
な
が
ら
よ
く
も
量

り
つ
る
か
な
」
と
機
転
を
き
か
せ
た
自
分
自

身
を
誉
め
て
い
ま
す
。

馬
琴
は
海
辺
橋
の
東
に
あ
っ
た
旗
本
松

平
家
の
邸
内
（
現
平
野
）
で
生
ま
れ
、
10
歳

で
家
督
を
継
ぐ
と
、
主
君
松
平
信の

ぶ

成な
り

の
孫

八
十
五
郎
に
仕
え
ま
し
た
。
前
掲
の
文
中
に

は
、
八
幡
宮
を
産う

ぶ

土す
な

と
し
、
か
つ
30
年
以
上

前
、
子
供
で
あ
っ
た
頃
に
主
君
に
従
っ
て
祭

り
を
見
物
し
た
記
憶
が
あ
る
こ
と
が
記
さ

れ
、
ま
た
妻
に
連
れ
ら
れ
て
祭
り
見
物
に
出

か
け
た
4
人
の
子
供
た
ち
の
年
齢
が
馬
琴
の

子
供
た
ち
の
年
齢
と
似
か
よ
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
こ
の
一
説
に
は
馬
琴
の
生
涯
と
通
じ

る
点
が
見
ら
れ
ま
す
。

永
代
橋
は
崩
落
し
た
後
、
一
時
は
船
渡

し
で
往
来
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
文
化
5
年

（
1
8
0
8
）
11
月
に
か
け
替
え
が
完
了
し
、

28
日
に
老
夫
婦
に
よ
る
渡
り
初
め
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
も
破
損
と
修
復
、
改
架
を

く
り
返
し
て
い
き
ま
す
が
、「
東
都
第
一
の

長
橋
」
と
称た

た

え
ら
れ
た
こ
の
橋
は
、
錦
絵
や

江
戸
の
名
所
案
内
記
の
中
で
虹
型
の
美
し
い

姿
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊　
　

＊

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
余
談
で
す
。『
兎
園

小
説
余
録
』
の
新
大
橋
の
惨
事
は
他
の
随
筆

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
の
出

来
事
を
編
年
で
ま
と
め
た
『
続ぞ

く

談た
ん

海か
い

』
に

よ
れ
ば
、
事
件
が
起
き
た
の
は
安
永
8
年

（
1
7
7
9
）
8
月
3
日
、
仙
台
堀
の
大
川

口
に
あ
る
仙
台
河
岸
屋
敷
で
花
火
が
打
ち
上

げ
ら
れ
、
こ
れ
を
見
物
し
よ
う
と
江
戸
中
か

ら
人
が
集
ま
り
、
新
大
橋
の
下
流
あ
た
り
の

浅
瀬
を
築
立
て
て
造
成
し
た
中
洲
に
は
桟
敷

が
設
け
ら
れ
、
陸
上
か
ら
、
ま
た
は
川
面
か

ら
人
々
が
花
火
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
見
物
人
で
に
ぎ
わ
う
新
大
橋
で
は
、
そ
の

重
み
で
欄
干
が
押
し
倒
さ
れ
て
怪
我
人
、
死

人
が
多
く
出
た
と
あ
り
ま
す
。
も
う
一
点

『
飛あ

す

鳥か

川が
わ

』
と
い
う
随
筆
で
は
、
万
年
橋
の

欄
干
が
損
傷
し
て
怪
我
人
が
出
た
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
書
の
著
者
は
不
詳
で
す
が
文

化
7
年
（
1
8
1
0
）
の
撰
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
お
り
、
こ
の
件
を
「
三
十
年
計
り

も
以
前
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
安
永
8

年
の
花
火
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
て
、

安
永
8
年
に
欄
干
が
落
ち
た
の
は
新
大
橋
で

し
ょ
う
か
、
万
年
橋
で
し
ょ
う
か
。
疑
問
は

残
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
興
味
深
い
出
来

事
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

（
前
文
化
財
主
任
専
門
員　

向
山
伸
子
）

「江戸名所図会」



冨

町ち

ょ
う

と
み
よ
し

江
戸
の
町
内
探
訪
⑰

8

今
回
は
、
深
川
南
西
部
（
現
永
代
1
・
佐

賀
1
）
に
位
置
し
た
冨
吉
町
を
取
り
上
げ
ま

す
。
こ
の
町
は
、
8
ケ
町
か
ら
な
る
深ふ

か

川が
わ

猟
り
ょ
う

師し

町ま
ち

の
1
町
で
、
寛か

ん

永え
い

6
年
（
1
6
2
9
）

に
成
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
本
誌

2
7
5
号
〜
2
7
7
号
参
照
）。
文ぶ

ん

政せ
い

11

年
（
1
8
2
8
）
に
町
が
書
き
上
げ
、
幕
府

が
編
纂
し
た
『
町ま

ち

方か
た

書か
き

上あ
げ

』（
以
下
『
書
上
』）

を
中
心
に
冨
吉
町
を
見
る
こ
と
に
し
ま
す
。

冨
吉
町
の
概
要

同
書
に
よ
れ
ば
、
町
の
開
発
者
は
助
十
郎

と
い
う
人
物
で
し
た
。
開
発
後
は
、
町
名
主

を
勤
め
、
町
名
も
当
初
は
開
発
者
の
名
前
を

と
っ
て
助
十
郎
町
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
元げ

ん

禄ろ
く

8
年
（
1
6
9
5
）
に
幕
府
が
検け

ん

地ち

（
土
地
の
調
査
）
を
実
施
す
る
と
、
冨
吉

町
に
改
め
ま
し
た
。
た
だ
し
、な
ぜ「
冨
吉
町
」

と
唱
え
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

『
書
上
』
に
よ
れ
ば
、
文
政
当
時
の
冨
吉

町
に
は
、
家
持
1
人
、
家や

守も
り

（
長
屋
の
大
家
）

18
人
、
地じ

借が
り

（
借
地
）
8
人
、
店た

な

借が
り

1
5
9

人
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
幕
末
に
作
成
さ
れ

た
「
本ほ

ん

所じ
ょ

深ふ
か

川が
わ

絵え

図ず

」
を
見
る
と
、
町
は
往

来
を
挟
ん
で
南
北
に
分
か
れ
、
そ
の
範
囲
も

比
較
的
狭
い
よ
う
に
見
え
ま
す
。
東
側
に
は
、

町
に
接
し
て
堀
割
が
確
認
で
き
ま
す
。

堀
割
・
福
嶋
橋

冨
吉
町
の
東
側
を
流
れ
る
堀
割
（
現
大

島
川
西
支
川
）
を
挟
ん
で
中
島
町
が
あ
り
ま

し
た
。
同
町
の
書
上
げ
に
は
、
堀
割
は
8
間

幅
（
１
４
・
4
m
程
）
で
、「
北
の
方
、
油

あ
ぶ
ら

堀ぼ
り

よ
り
の
枝
川
に
て
名
目
こ
れ
な
し
」
と
記
さ

れ
、
呼
び
名

は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

そ
こ
に
架
け

ら
れ
、
冨
吉

町
と
中
島
町

を
つ
な
い
だ

福
嶋
橋
は
、

元
禄
16
年

（
1
7
0
3
）

に
幕
府
管
理
の
御
入

用
橋
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
橋
に
つ
い

て
、
津
山
藩
の『
江

戸
日
記
』（
岡
山
県

津
山
市
津
山
郷
土
博

物
館
蔵
）に
は
、
文

化
3
年（
1
8
0
6
）

8
月
28
日
、
当
時
大だ

い

納な

言ご
ん（

将
軍
継け

い

嗣し

）

で
、
の
ち
の
12
代
将
軍
徳
川
家
慶
が
、
深
川

八
幡
宮（
富
岡
八
幡
宮
）と
永
代
寺（
明
治
初

期
に
廃
寺
）を
訪
れ
た
際
、
福
嶋
橋
を
渡
っ

た
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
、
大
納
言
は
、

江
戸
城
か
ら
永
代
橋
に
向
か
い
、
同
橋
際（
現

中
央
区
側
）で
乗
船
し
、
同
橋
際（
現
江
東
区

側
）で
下
船
し
、
福
嶋
橋
を
渡
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
永
代
寺
で
食
事
を
と
り
、
深
川
八

幡
宮
を
上
覧
し
た
後
、
江
戸
城
に
帰
城
し
ま

し
た（
本
誌
2
9
1
号
参
照
）。

深
川
猟
師
町

福
嶋
橋
が
架
か
る
堀
割
の
ほ
か
、
こ
の

付
近
に
は
い
く
つ
か
の
堀
割
が
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
ら
の
堀
割
は
、
江
戸
時
代
の
早
い

頃
か
ら
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
意

味
で
開
発
当
初
か
ら
の
猟
師
町
的
景
観
を
形

成
し
て
い
た
と
も
い
え
そ
う
で
す
。
冨
吉
町

の
周
辺
に
位
置
す
る
相
川
町
、
熊
井
町
、
諸も

ろ

町ち
ょ
う
、
大
島
町
、
黒
江
町
な
ど
は
、
す
べ
て
深

川
猟
師
町
に
属
す
る
町
で
（
他
は
清
住
町
と

佐
賀
町
）、
江
戸
前
の
海
で
貝
猟
な
ど
の
漁
業

生
産
に
従
事
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
猟
師
町
の
冨
吉
町
に
住
む
人
々
、

特
に
店
借
人
の
中
に
は
、
船
で
の
手
伝
い
や

労
働
力
を
必
要
と
し
た
貝か

い

剥む

き
な
ど
の
仕
事

に
従
事
し
、
生な

り

業わ
い

と
し
た
人
も
い
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
、
想
像
に
難か

た

く
あ
り
ま
せ
ん
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

出
口
宏
幸
）

お
詫
び
と
訂
正

前
号（
№
2
9
7
）に
誤
記
が
あ
り
ま
し
た
。

1
頁
　
登
録
文
化
財
の
総
数

誤
：
1
0
5
9
件　

正
：
1
0
5
8
件

4
頁
2
段
11
行
目

誤
：
實
田
萬
吉　

正
：
寶
田
萬
吉

8
頁
1
段
4
行
目

誤
：
3
ヶ
町
が
成
立
し
た
の
は

正
：
商
売
屋
が
認
め
ら
れ
た
の
は

以
上
、お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

嘉永5年（1852） 本所深川絵図（上）　部分（下）

延宝8年（1680）江戸方角安見図
国立国会図書館デジタルコレクションより

横
十
間
川

大
横
川

木
場

福
嶋
橋

中
島
町

小名木川

元木場

冨𠮷町

竪川

元木場

冨𠮷町
（この付近）


